
 
特定非営利活動法人さすが一の宮 平成２２年度通常総会 議事録 
日  時    平成２２年６月６日(日)  １４時 ～ １５時 
ところ    一宮町中央公民館  ２Ｆ 視聴覚室 
司 会    安田惠一氏 
 

－ 定刻で開会 － 
司会：会員数５８名のうち参加人数１６名 委任状２３名 につき総会は成立いたします。 

総会は１時間を予定しています。（その後２名参加） 
      
理事長挨拶         志田延子 理事長 
議長選出           大柿恵司理事が議長として指名 
議事録署名人選出   堀内正範氏と藤野国彦氏を推薦    
書記               事務局 押垂智恵子    
  
【議 題】 
◇ 平成２１年度事業報告  （理事長 志田延子） 
◇ 平成２１年度収支報告  （事務局 押垂智恵子） 
 
議長：事業報告および収支報告に関して質問、ご意見がありましたらお願いいたします。 
      （質問・意見なし） 全員の承認といたします。 
 
◇ 監査報告   （監事 中村好夫） 

－承認－ 
 
◇ 平成２２年度事業計画  （理事長 志田延子） 
◇ 平成２２年度予算(案)   （事務局 押垂智恵子） 
 
議長：事業計画および予算案に関してご質問がありましたらお願いいたします。 
 
質問：板倉正氏 
      前期繰越収支差額の 71,359円というのは２０年度の繰越で２１年度の繰越額と違うのではないか？ 
      ２１年度の繰越額は 58,896円ではないか？ 
 
答え：事務局 

58,896円のまちがいでした。 
    ――― 前期繰越収支差額と収入合計を訂正 ――― 
 
議長：支出に次期繰越が計上されているが、予備費としたらどうか？ 
 
答え：志田理事長 
     予備費に算入します。 

――― 予備費額を訂正 ――― 
 

議長：訂正のうえで、あらためて承認いただけますでしょうか？ 
     ― 承認－ 
 



 
◇ 人事案件  （理事長 志田延子） 
・本総会をもって任期満了となる役員の再選重任と新役員追加の件 
 

   満期 理事 志田延子         重任  理事 志田延子 
        理事 坂野勝英               理事 室川正治 
        理事 室川正治               理事 魚地貞夫 
        理事 魚地貞夫               理事 大柿恵司       
        理事 大柿恵司               理事 金澤悦子 
        理事 金澤悦子               監事 中村好夫 
        監事 中村好夫         新任  理事 安田惠一 
                                    理事 板倉  正 
 

議長：役員の再任と理事会で選任した新役員について承認いただけますでしょうか？ 
     － 承認 － 
 
議長：新役員からスピーチをお願いします。 
 
安田新副理事長： 

副理事長に任命されました安田です。 
父が一宮が好きで別荘があったので退職を機にそこを利用して転居した。もう名刺を持たなくなって 
１０年がたちました。志田理事長と知り合ったのが縁で、軽い気持ちで家内とさすが市の手伝いをして

いたが、今年になって風向きが変わり坂野(前副理事長)さんの後任となってしまいました。 
「この街（一宮）を生涯の友に」これを自分のテーマとして係わってゆこうと考えています。 
よろしくお願いします。 

      
板倉新理事： 

わずかな時間でも人生の集大成として玉前神社とさすが一の宮の活動を根付かせてゆきたいと思います。 
改革は大変なことです。玉前神社でも平成の大修理の資金集め、運営の問題・・・父の代からすばらし

い宮司さん神官がいて勅使もお迎えした格式のある玉前神社でも、ネームプレートを付けたり役員を 
一新したり、十二社祭り保存会の人事も一新し、改革をして一歩前進しました。 
玉前神社と一体となって、白寿庵の再建をめざして微力ながら頑張ってゆきたいと思います。 
 
 

◇ その他の事案（理事長 志田延子） 
・一宮町文化同好連絡協議会入会の報告－文化祭参加・研修バス旅行 
・ＮＰＯ安房文化遺産フォーラムとの提携－風船爆弾の調査・登戸資料館見学 
・日本舞踊「満福」コンサート協力の件 
・江戸姉様人形の伝承教室後援の提案       ほか 

 
議長：以上の事案についてご意見がありましたらどうぞ。 
 
室川副理事： 

日本舞踊公演のチケットの販売について。前回(ソプラノリサイタル)の時は出演者が地元の人ではなか
ったので販売に力を入れた。今回は地元の人だが(売上の)見込みはどうなのか？ 

 
議長：３００人の定員を満たすためには主演者とチケットを分担し、計画的に販売する必要があるので組織で

取り組んでゆかなければならない。 
 



 
板倉正氏： 
      自分の経験(ザルツブルグ)では教育委員会などの組織や理解のある人にチケットを買ってもらった。 
      完売するのはそうとう大変で覚悟がいるので、皆で協力しなければならない。最初が肝心であると思う。 
 
議長：普段チケットを買う習慣のない人には、他人がすすめることで買ってくれることがあるので、会員の   

協力をお願いします。 
ほかに取り上げてもらいたいことはありますか？ 

 
吉埜隆氏： 
      白寿庵のプロジェクトにかかわっているが、風船爆弾の調査について。 
     姉が昭和３年生れで女子挺身隊の年代である。一宮でも終戦前後のことを知っている人はまだいるので               

 聞き取り調査をやりたい。町でも聞き取り調査をしているので協力関係を持てばよいのではないか？ 
 
答え：志田理事長 
      町の聞き取り調査の報告は６月議会で質問することになっている。玉川町長のお父様も風船爆弾の風船

作製の監督をしたそうですし、(元町長の)向井さんもよくご存知であるので、町や睦沢町資料館とも  
協力してすすめたいと思います。 

 
議長：ほかにありませんか？ なければ以上で総会を終わります。 
 
司会：おかげさまで予定どおり進行しました。ご協力ありがとうございました。 
        
閉会のことば：室川副理事 

－ 定刻で閉会－ 
 
  

この議事録が正確であることを証します。 

平成２２年  ６月  ２５  日 

 

                                                    議  長     大柿 恵司             印    

 

署名人   堀内 正範             印   

 

署名人   藤野 国彦               印   

 

作成 事務局押垂 


